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平成２０年３月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績等の動向を踏まえ、平成１９年５月９日に公表いたしました平成２０年３月期   

中間期（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので   

お知らせいたします。 

記 

１．平成２０年３月期中間期業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

（１） 連結 

   （単位：百万円，％）

 営業収益 営業利益 経常利益 中間純利益 
1 株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ５４,０００ ２,５００ ２,５００ ２,５００ １０円９９銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ５４,０００ １,３００ １,４００ ３,７００ １６円２７銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ― △１,２００ △１,１００ １,２００ ５円２８銭

増 減 率 （ ％ ） ― △４８.０％ △４４.０％ ４８.０％ ４８.０％

（ご参考） 

前 中 間 期 実 績 
５７,３８０ ３,４４２ ３,５４３ ５０１ △１２円７０銭

 

（２） 個別 

   （単位：百万円，％）

 営業収益 営業利益 経常利益 中間純利益 
1 株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ４９,０００ ２,５００ ２,５００ ２,５００ １０円９９銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ４９,０００ １,６００ １,７００ ４,０００ １７円５８銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ― △９００ △８００ １,５００ ６円５９銭

増 減 率 （ ％ ） ― △３６.０％ △３２.０％ ６０.０％ ６０.０％

（ご参考） 

前 中 間 期 実 績 
５２,４４８ ３,５９９ ３,５７９ ６３８ △１２円００銭

 

 （注記）今般の業績予想の修正は、発表時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業

績は今後のさまざまな要因により異なる可能性があります。なお、平成２０年３月期通期の業

績見通しは変更ありません。 

 



 

２．修正の理由（連結・個別） 

 

以下の要因により、営業収益は概ね計画通りを見込んでおりますが、営業利益及び経常利益が減少し、

中間純利益が増加する見込みとなったものであります。 

 

① 営業活動は順調に推移 

当中間期における営業活動は好調なオートクレジット事業を中心に概ね計画通りに進捗しており、

営業収益は概ね計画通りとなる見込みであります。 

 

② 大幅なコスト削減 

昨年度から取り組んでおります「経営変革」が着実に進捗していることにより、業務効率の大幅な

改善を図り、人件費・物件費にかかる大幅なコスト削減を達成しております。その結果、引続き高い

水準で推移するカード新規発行枚数より生じるカード発行初期コストは、十分に吸収される見込みで

あります。 

 

③ 利息返還損失引当金の繰入 

当期に入り、グレーゾーン金利にかかる利息返還請求は、一時増加基調を示しましたが、第２四半

期以降横ばいで推移する状況が続いております。このような実績を踏まえ、利息返還損失引当金を保

守的に繰入れるものであります。なお、当中間期における利息返還損失引当金繰入額は、連結１７億

円、個別１０億円程度を見込んでおります。 

  

④ 保有株式の譲渡 

当社が保有しておりましたエム・ユー･フロンティア債権回収株式会社の全株式について、    

平成１９年８月３０日公表の「保有株式の譲渡に関するお知らせ」のとおり売却したことにより、  

投資有価証券売却益２４億円を特別利益として計上するものであります。 

  

以 上 

 
 

 


